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労働安全衛生委員会  6 月活動報告 ―アンケート調査から考える今後の対策― 

 

【 6 月に実施した活動 】 

① 腰痛に関するアンケート調査 

② 腰痛予防に寄与する福祉用具研修 

 

まず、現状把握のためのアンケートを実施し、腰痛の有無と導入している電動介護リフトの活用状況を調査

しました。アンケートの対象は、日常的に患者様を抱える機会の多い看護師・看護補助者・リハビリスタッフに

限定しています。今回はアンケート調査についてまとめます。 

 

アンケート結果 

➢ 腰痛を感じている職員  

 看護師・看護補助者 ： 70.8％ 

 リハビリスタッフ   ： 34.1％ 

リハビリスタッフは、看護師・看護補助者と比べ大幅に少

ない結果となりました。看護師・看護補助者の腰痛保有

者割合は、健康に仕事を続けていく上で大きな弊害とな

り得ます。 

 

➢ 電動介護リフトの使用状況 

「使用したことがある」 

 看護師・看護補助者 ： 13.1％ 

 リハビリスタッフ   ： 33.0％ 

 

「使用したスタッフの感想」 

共通して「腰の負担が軽減した・楽だった」との回答が最も多かったのですが、次いで「準備が大変・時間

がかかる」という回答も多い結果となりました。 

 

 「使用していないスタッフのイメージ」 

共通して「使う機会がなかった」との回答が最も多く、次いで「使い方がわからない」、「準備が面倒・時間

がかかる」との回答が多い結果となりました。 

 

アンケート結果から考える今後の対策 

看護・看護補助者よりリハビリスタッフの腰痛が少ない理由は、“身体の使い方“と”作業にかけられる時間

“に違いがあると考えます。ただ、時間については業務形態によるところが大きく対策が取りづらい点です。

よって、介助姿勢や方法、環境面での注意点についての動画研修を作成し対象職種に対し提供します。併せ

て、腰痛予防に効果的な福祉機器の紹介や必要に応じた導入を検討・実践していきます。 

電動介護リフトについては、負担軽減は図れるものの、準備の手間や使い方の周知に課題があります。移動

の必要がない固定式リフト導入を検討し、使い方やリフトによる介護負担軽減効果を啓発していくことで普

及を図っていきます。 


